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１．前回の振り返りと対応

1

２．まちづくりの方向性（案）

３．意見交換
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氏名 所属 職位

饗庭 伸 東京都立大学都市環境学部 教授

朝日 ちさと 東京都立大学都市環境学部 教授

遠藤 新 工学院大学建築学部 教授

下村 彰男 國學院大學観光まちづくり学部 教授

古屋 秀樹 東洋大学国際観光学部 教授

■委員（メンバー）

■スケジュール

第１回 (10/19)

・現況整理
・今後の検討に向

けて

第２回 (11/20)

・あきる野市のポ
テンシャル

・土地利用構想
（案）

第３回 (1/22)

・現況、課題、方
 針の流れの整理
・土地利用構想
・実現に向けた
 手法

第４回 (2/26)

・まちづくりの方
向性について

第５回 (3/19)

・まちづくりに向
けた提言
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■多摩西部・あきる野市・検討区域内など様々なスケールが混ざっているため、スケールごとに現
況を整理したほうがよい

■メタセコイアや農の風景などの緑の景観があきる野市らしさであると考えるため、景観について
整理してはどうか

第３回有識者会議（１/22）で出された主な意見と対応

（１）現況と特性について

■現況と特性について、「あきる野市」「検討区域周辺」「検討区域内」の
３スケールに分けて整理

■「緑・景観」の視点を追加し、大岳山や農の風景、メタセコイア並木など
あきる野市ならではの景観について整理
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■まちづくりの３つの理念がどのように出てきたか分からないため、あきる野らしい言葉を添え
た方が良い

■３つの理念を掲げるのは良いと思うが、イノベーションのイメージが掴めない。現状の研究機
関等の企業立地の特性から根拠づけてはどうか

■イノベーション創出の方向性は良いと思うが、具体的にどのようなイノベーション創出が考え
るか、想定でもよいため整理してはどうか

（２）まちづくりの理念について

第３回有識者会議（１/22）で出された主な意見と対応

■本地区における「イノベーション」「インクルーシブ」「サスティナブ
ル」の考え方を再整理し、３つの理念ごとに捉えやすいタイトルとまちづ
くりの在り方について整理

■理念とまちづくりの方向性の関連性をわかりやすく整理

■まちづくりの方向性の具体的なイメージ事例を整理
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■検討区域の北側を産業ゾーン、南側を生活複合ゾーンとし、産業車両と一般車両が交わらないよ
うゾーニングしてはどうか

（３）土地利用構想図について

第３回有識者会議（１/22）で出された主な意見と対応

■産業・居住バランス案として、検討区域の北側を産業ゾーン、南側を生活
複合ゾーンとする案を整理


